




ガスターミナルスタジアム

― 2002年3月上市より積み重ねられた実績 ―

13年経過13年経過

千葉マリンスタジアム（現ＱＶＣマリンフィールド）は1990年3月開場時、
ウレタン樹脂塗料により仕上げられていました。紫外線の厳しい環境下、塗
膜の劣化が激しく、8年後の1998年、スタジアム正面部分を耐候性に優れ
るフッ素樹脂塗料にて改修塗装されています。それでも、当スタジアムを象
徴する鮮やかなブルーの外壁は強い海風、飛砂や海塩粒子で傷つき、変褪
色が進行、金属部の腐食も目立つようになり、2003年春には再度改修塗
装の検討が始まります。
スーパーセランに期待されたのはイメージカラーである外壁のブルーの美観
を長期にわたって維持することでした。紫外線に対する無機の耐候性
（耐紫外線）の高さと傷がつきにくい高硬度（鉛筆硬度6Ｈ）の塗膜性能を
評価されたことによります。

2003年12月、プロ野球のシーズンオフ期間しか施工できない施設である
ため、4年、4期に分割しての塗装工事となりました。厳しい環境下での4年
の歳月による塗膜の経年差が懸念されながらの着工でした。
2006年 最終工期の塗装箇所（1塁側）と最初の塗装部分（外野側）がつな
がり、塗装工事は完了します。
工事開始当初の懸念は見事に払拭され、最初の塗装箇所と最後の塗装部
分の見分けがつかない仕上りになりました。

改修工事前

施工開始から完成

ダイヤスーパーセランは見事に美しさを保ち続けています。

施工直後、塗膜の化学反応が完全に収束するまでの期間、雨筋汚染の発生
が見られたものの、半年を超えた頃からセルフクリーニング機能が発現して
雨筋汚染は完全に消滅しました。
4年目、9年目、12年目に追跡調査を行っており、現在に至るまで改修当初の
輝きを保っていることが確認されています。現　在

経年12年施工完了

Before Before

After After

2000年5月、三河湾から50ｍという塩害地域に設置されたガスタンクは、
海風や海塩粒子により艶引けや腐食に加えて雨だれ汚染も顕著で、タンク下
部に発生した藻に至っては拭き取りによる除去もできませんでした。
ここでも無機の耐候性の高さと高硬度の塗膜性能、超低汚染性を期待され
て採用されました。

2003年6月、劣化した塗膜、腐食した部分を丁寧にケレン除去した後、錆止
め塗料とスーパーセランが塗装されました。

改修工事前

改修工事

現　在

完成

超耐候性 超耐候性

超低汚染性高硬度
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※無機塗料とは
ポリシロキサンに代表される
無機質ポリマーをバインダー
とする塗料

変性無機塗料

無機塗料に
有機成分を
ハイブリッド

建築用として
柔軟性を付加

『汎用無機塗料』や『無機・有機ハイブリッド樹脂塗料』との決定的な違い。

土木分野で培った技術を生かし生み出された塗料スーパーセランの仕組み

無機成分含有率
無機塗料として進化を重ね2002年より長期にわたり支持されてきたスーパーセランシリーズ

  塗料中無機分50%

無機成分含有量 50% 30%

耐候性

汚染性

白亜化等級1 白亜化等級4

信頼され続ける　　　　　　　　　　　　 とは

性能を左右する無機含有率  　　　　　　　は

無機塗料※

（宮古島暴露 7年）

（東京都暴露 2年）

耐 候 性 優

フレキシブル性 小

無機成分（硬質）

セラゼックス
優

フレキシブル性 大

有機成分（弾性）

耐 候 性

※セラミック成分は塗料を低汚染化するが
　耐候性には影響しない

塗料種類

汎用無機塗料

無機有機ハイブリッド
シリコン樹脂塗料

塗膜イメージ図

アクリル樹脂ポリシロキサン結合 有機成分 セラミック成分

有機成分で無機の短所をカバーすることにより
無機の特長を最大限発揮させることに成功しました。

（無機成分50%）
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暴露期間

無  機 有  機

劣化しやすい

汚れやすい

燃えやすい

発色不良、色がくすむ

硬い

鮮やかな色も出せる

柔らかく、割れにくい

鮮やかな色の調色が可能

下地に対応できる柔軟性とガラス並みの硬度

劣化しにくい

汚れにくい

燃えない

紫外線に強く従来のフッ素樹脂塗料よりも耐候性に優れる

汚れにくく、長期間美しさを維持する

燃えにくい

の特性

（無機成分含有量 50％）

（無機成分含有量 30％）

（セラミックハイブリッドシリコン塗料）

ポリシロキサン結合

屋外暴露試験とは、塗装した試験片を屋外に設置し、紫外線や熱、風雨等による経時変化を確認する試験です。
スーパーセランは最も条件の厳しい沖縄県宮古島市の試験場で30°の傾斜設置にて比較試験を行いました。
これは、平均内陸部外壁面の約5倍に相当する過酷な条件と当社では考えております。
上記データは、無機成分含有率30％品，40％品，スーパーセランとの比較試験を行った結果です。
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